
「医療機器のデザインと意匠権」 
 
 「意匠権」をご存知でしょうか。特許権、実用新案権、商標権、著
作権などと並ぶ知的財産権です。デザインを守る権利の一つとし
て活用されています。その対象は幅広く、自動車や家具、家電、
服、生活雑貨などの身近なものから、建材や電子部品などの
BtoB製品まで、身の回りのありとあらゆるものが意匠権で保護さ
れます。 
 現在、日本の特許庁には年間約３万件の意匠登録出願がありま
す。そのうち医療機器に関する出願は約1,200件、特に近年は出
願が増加傾向です。 
 今回のセミナーでは、その意匠権について、知的財産権の中での
位置付けや、自身の医療機器に関する意匠審査経験、また近年
のデザイン動向をふまえながらご紹介いたします。 
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